
データ・アプリケーション社のデータ変換・コード変換ソフトウェア製品 AnyTran は、JIS X 0213

の符号化方式に対応しました。

V.5.5.0 から、JIS X 0213:2004 の符号化方式 ISO-2022-JP-2004/Shift_JIS-2004/EUC-JIS-2004 及び
Unicode 間で、相互に文字コードを変換することが可能になりました。

参考

・AnyTran 特長 - 対応している文字コードに上記の各種符号化方式が載っている。
・AnyTran Ver.5.5.0 リリースノート情報　2007/03/30 - JIS X 0213 の 3 つの符号化方式に対応

したことが記載されている。

・AnyTran http://www.anytran.jp/ ( リンク切れ ?)

関連項目

・ RACCOON - 同じ企業による製品。やはり JIS X 0213 に対応しているもの。
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